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10年後の鎌倉のまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福澤健次
○　まちづくりの時間－まちづくり制度を検討する市と市民の協議・３,４年はツカの間
○　東京の最近の超高層ビル再開発：２０年ぐらい前から準備された（鎌倉も同じ）
「六本木ヒルズ」再開発は１７年かかった。「丸の内・大手町・有楽町」の市街地改造も今から約２０年前の「東京駅周辺再開発誘導地区」の指定から始まった。

鎌倉の場合も深沢の新拠点プロジェクト、２０年前の国鉄民営化により８ヘクタールの国鉄清算事業団用地が生まれ、プロジェクトが始まった。
○　社会や世代の感覚などは速いスピードで変化　－オリコンヒットチャートから－
黒沢明とロス・プリモス「ラブユー東京」４０年程昔。１００作目は都はるみ「北の宿から」、２００作目小泉今日子、この辺迄は１００作進むのに８～９年かかった。

レコード数が増え１００作進むのに２～３年となる、３００作目吉幾三「雪国」（２０年前）、７００作目はモーニング娘「ＲＯＶＥマシーン」、８００作目・浜崎あゆみ（５年前）、９００作目T.M.Revolution、１０００作目この２月EXILEの「道」。節目に当らなかった常連を挙げると中島みゆき、サザンオールスターズ、GLAY、Mr.Children、SMAPなど、最近では倖田夾未、湘南乃風など。

○　グローバリゼーションと多様性
流行の変化、背景、音楽分野の「感覚のグローバル化の進行」。建築デザインに関しても若い世代の感覚変化をいれ変わっていく。まちづくりも時代の若い感覚を取り入れて進める必要。　都市の属性として「多様性」が重要。　多様性とグローバリゼーションは決して矛盾しない。世代や趣味ごとのサブカルチャーが全世界的に広く、細やかに楽しめるようになり、地球の遠く離れた人々が通じ合え、違いを楽しめる。
　　世界遺産も同様に考えられる。武家時代を開いた中世遺跡の核とその周辺を守る、国の法律「文化財保護法」、「古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法」、
「都市計画法」（風致や高度に関する地区の指定）、「景観法」（景観地区の指定）、

鎌倉市の都市マスタープランやまちづくり・景観などの条例を活かし独自な世界遺産にして、よその国の人びとにも通じ認められる世界遺産のあり方を工夫し、　歴史の町のまちづくりをしていかなければならない。　（10年後には鎌倉はすでに世界遺産）

○　焦点のあったまちづくりの取り組み
　　東京近くの１６，７万の人口のまちでは、市民意思が明確にされ焦点が合ったまちづくりがされるかどうかで、その消長はいかようにも変わる。「１０年後に鎌倉のまちづくりの取り組みがどうなっていて欲しいか」が問題。

○　若い世代の鎌倉研究の紹介

　　若い若宮大路の研究仲間山崎恵美さんの修士論文のさわりを紹介。

『鎌倉の町の祝祭、鶴岡八幡宮の例大祭（旧放生会）と御霊神社の面掛行列、鎌倉カーニバルなどの姿を見ることで町の配置・骨格などが浮き出てくる。　鎌倉のまちの構造、中世から今に通じ聖道としての若宮大路は現在も町の基軸として残り、中心と周縁の都市構造は祭が行われ象徴的に現れてくる。海浜には「非日常の場」、「異空間」という位置付けがある。鎌倉の町では中心と周縁、聖と俗、「ハレ」と「ケ」などの対となる概念がうまく釣合い配置されている。
これまでの住民運動の分析・検討から分ったことは、現代の自然が人から切離される状況に危機を感じ「鎌倉に緑が無くなったら鎌倉でなくなってしまう」が皆の思い。
史跡も自然なしにはその存在意義がなくなる、という認識が共有された。（確かに、それなしには現在の鎌倉の世界遺産登録の動きはあり得なかった）
　　禅と景観の関係を考察、鎌倉の禅寺院は谷戸地形の中に造られた。最初の本格禅宗寺院建長寺は奥行き深い縦長プランで造られた。縦長プランは細長い谷戸地形に巧くはまり、一つの谷を占有して周囲と隔絶した静謐な空間を獲得。　
　　禅では「問答」を重く視て、智慧の喚起や直観把握を尊ぶ。山崎は、人と自然の関係の禅的把握をし「人と自然はあい対するものでありながら一体だ」そして「鎌倉では自然が場所の最も特徴的要素だった」と指摘。

　　多面体都市鎌倉とネーミング、『多くの人は自らを守る場所として山に囲まれた鎌倉の町を見た』、『空間はたえず変化流動し鎌倉は「そこで生きる人によって」創られ、時代によって新しいイメージが加えられていく』と規定。
『西田幾多郎の、鎌倉は分け入る隙があるような余白を残した場所、という叙述から鎌倉に奥深く迄入り込める可能性を感じる。曲がりくねった路地は時の経過を感じられる場として残り、町に住む感覚を与える。谷戸の急な坂で息を切らし、海で潮風に吹かれ憩い、切通しでは冷気を感じ古の血腥い歴史を想い、人は自然と歴史の中で生き過ごす』、『人々の積極的な活動が関わる姿から見える鎌倉は思慮深く意味ある場所で、前向きな希望や未来の可能性が期待できる。都市鎌倉は生きて若々しい、人と場所の関係性を深く感じられる場所。「プリズム」のように常に変化しつつ、鎌倉の町と市民は未来を創っていく』
○　まちづくりの取組み・心得

・まちづくりは「人の、場所への働きかけ」である。源頼朝が鶴岡八幡宮を遷し若宮大路を造ったのも、開発事業者が地権者と組み市街地再開発事業に取組むのも、住民が市民参加で町を作ろうとするのも、それぞれのまちづくりの姿。「場所」の特性は地理地質、自然、気候などに表われ、「人」の暮し・行為は文化や技術に結実し、継続する生の跡は歴史に刻まれる。
· 戦後の日本における町空間の急激な変化は、極めて貴重な一つのサイクル。田園風景の多い風土からグローバルシティの誕生・確立まで振幅大きい展開。その狭間で地方都市は苦悩し、自治・分権を梃子に工夫し町を再生、市民参加のまちづくりを試みる。

住民が主体になり,行政と策を検討し,どういう町にしたいかを提案していく。

・町の歴史や特性を押え、近代化や成長をよく読み込み、まちづくりの計画を立てる。
・日本の都市空間を考えたデザイン、人々の価値観や自然観を理解したまちづくり。
・「周りの自然と調和し安全快適に住むことのできる環境と周りに蓄えられてきた記憶を大事にする」という視点、に基づいてまちづくりを進める。

・一方、家康以来の江戸・東京の都市開発や鎌倉の禅宗寺院の伽藍を見れば新たな生活を求め、使い易いように未開の自然を改変し、まちを開いてきたのも歴史的事実。
・東京都心の先端的都市開発、都市再生のための新機能の導入、新しい取り組みは重要。

・「開発」と「保全」はまちづくりの両面、永遠のテーマ。御成小改築、野村跡地プロジェクト、世界遺産登録と町づくりでもこのテーマが常に問題だった。

・社会も、都市も、競い合い、難関を乗り越えていかねばならない。競争心を持つ取組み姿勢、日本の都市政策へのＯＥＣＤの勧告にもサスティナブル・シティの概念にも存在。

・時代状況をみる素養や大局感、信念などが必要。町の諸相を知り特質を掴むところから、大局感に裏付けられたまちづくりの方向が見え、信念も生まれる。

・まちづくりの方向が定まった段階でも、多くの人が関わるまちづくりを進めるにはさまざまな価値観に対する丁寧な目配りが必要。
・まちづくりでは一見相反する望みにも、議論を尽くしていけば解決の途が見出され、皆の望みを合せ解決する案も出てくる。

・まちづくり活動を新鮮に保つには、他の町の取り組みや活動との交流から、新しい視点や意見に出会うことも大切。
・グローバルシティ東京の都市空間に見えるもの、機能的で快適に活動できる最先端の都市空間と歴史的情緒のある町、緑豊かな近代街区も何気ない普通の町もある、いろいろな人が混ざり合いダイナミックに活動する、極めて多様性に富む巨大都市。

・東京との関わりが強く東京の衛星都市という面もある鎌倉のまちづくりに見える方向、豊かな自然や歴史が楽しめグローバルシティ東京にない憩いがあり、しかも革新性もある人間的な都市。
・道づくりも車から人へ力点を移し、「歩いて暮せるまちづくり」を追求する。

・地方都市という側面もある鎌倉、面積的なゆとりがあり広い自然環境に囲まれていることが極めて大切。
・「人が集まって住み続けられる個性的でコンパクトな都市」をめざす。
・工芸クラフトや観光に留まらず、時代の新機能の導入も探っていく。
・まち空間は変化流動していくが、そこで生きる人により町は創られていく、柔軟で、弾力的な計画づくりや対応を心がける。
・地域コミュニティの環境整備は都市再生の原点であり、安全安心のまちづくりに必須。
・人口減少時代を迎え防災と緑化、オープンスペースづくりを組合せた策を練っていく可能性。生活者の立場からあたり前な町の記憶や日常性を大事にし、街が時と共に練れていくまちづくりを考えてみるべきだ。行政は住民主体のまちづくりを支援していかなければならない。

・行政の取り組みは、グローバリゼーション、経済構造の変化、高齢化社会への移行、生活向上への要求等まちづくりの影響要因を掴み、サスティナブルシティの実現に向け、計画的な成長管理や都市政策づくりが求められる。公共の利益と個人の権利の調和をとり、適切な投資の方向や必要な規制を、実情に合わせて工夫し、定めていく。
・行政は基盤整備を受持ち、市民は都市活動・経営に努める、協働のまちづくりが基本的な姿。そうした協働から意欲的なまちづくりが可能になる。

・優れた自然環境や歴史伝統は守っていかなければならない。環境保全に十分配慮をした上で開発を考えていくことが大切。

・都市デザインの質の向上はまちの魅力づくり上不可欠。

・モータリゼーションの進展は、ここしばらく続く全国的な現象、都市の内部と外部での交通性状の違いをよく認識し、対策を立てるべきである。
・コンパクトな市街地づくりを工夫し歩行を優先し車に人のペースを尊重させる。
・都市マスタープランの基本理念に「くらしに自然・歴史・文化がいきる古都鎌倉」というスローガンを決める際、起草委員会を作り喧々諤々の議論を行い、出た案を本委員会で揉んで決めた。課題や問題の根幹を抽出し、みなが共有する目標や方向性を明らかにしていくため、智恵と労力をみなが提供し、探っていくことが大切。
· 行政のまちづくりは総合計画や法による都市計画に基づき進められる。市街地の範囲の線引き（市街化調整区域）、土地利用用途指定コントロール、計画道路の指定など、
自治体は実情に合わせまちづくりを進めるため、条例を適切に定め都市計画を補完。
・歩行や自転車が楽しめ、個性ある道や継続性のある町空間を育てていき、市民が納得する「まち」の形を実現していく、市民・行政・事業者が創造に向け協力できる状況や風潮をつくっていく必要がある。

・緑を大事にすることは勿論、文化や伝統の継承、地域生態系の保存、ＩＴ化や先端技術の取り込み、電線地中化、子供への文化教育、際立った個性を伸ばす、事業手法の検討・工夫など、さまざまな課題が考えられる、柔軟な姿勢を保持し、まちづくりに取組むことが大切。
・日本には「風土」という言葉があり、日本の都市空間のあり方は、欧米のそれとは違うものとなる。日本各地でその方向を探り、特徴のある「まち」を創っていく。

・今後の鎌倉に望まれているのは、まちづくりを総合的・体系的に明確に、実現に向けて確実にまちづくりを進めていく体制を作り出すことである。そのため、行政と市民の緊密なパートナーシップの構築が必要。
（ここで起きてしまった大船観音前での不適切な開発行政についても、これを、望ましいまちづくり行政を実現するためのきっかけと考え、取組んでいかなければならない）

・鎌倉のまちづくりでは、グローバルシティ東京に失われた自然や歴史が隣り合う親密な環境を活かし、継続性の高いまちづくりを追求し、実現していかなければならない。
· 進取の気性のあるこの鎌倉では、いきいきした暮らしのある「まち」を創っていくために、新しさへのチャレンジも忘れてはならない。
・平和都市宣言をしたこのまちで、市民参加のまちづくりを進め確立していく。

よその都市空間とは違う独自のまちを造るため、テーマパーク的な取組みではなく、市民が望む姿に向けて創造的にまちを創っていくという覚悟が必要である。
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